
介紹
、

界
の
問
題
に
な
り
そ
う
な
出
土
例
を
、
次
に
紹
介

し
て
お
く
。

　
ま
ず
挙
ぐ
べ
き
は
、
忠
清
南
道
大
田
市
椀
亭
洞

出
土
の
遣
物
群
で
あ
る
。
銅
剣
一
本
、
多
鉦
鏡
二

面
、
小
銅
鐸
二
口
、
入
事
形
銅
器
一
個
、
円
蓋
形

銅
器
一
個
、
剣
最
期
銅
器
三
個
、
磨
製
石
鐡
三
本
、

天
河
石
製
飾
玉
二
個
、
無
文
土
器
壷
一
個
、
黒
陶

長
浜
壷
一
個
（
名
称
は
原
文
の
ま
ま
）
の
各
種
の
遺

物
が
地
下
に
つ
く
ら
れ
た
長
方
形
プ
ラ
ン
の
一
石

室
内
か
ら
出
た
。
防
馬
形
銅
器
と
い
う
の
は
、
長

楕
円
を
半
戯
し
た
形
の
銅
板
で
、
周
縁
と
中
央
に

幾
何
学
的
文
様
帯
が
あ
り
、
基
辺
に
四
孔
を
並
べ

る
。
剣
外
形
銅
器
と
あ
る
の
は
、
節
を
も
つ
割
竹

形
で
、
鎮
を
つ
け
、
表
面
に
幾
何
学
的
文
様
を
め

ぐ
ら
す
。
と
も
に
新
出
の
銅
器
で
あ
る
が
、
既
知

の
初
期
青
銅
器
と
共
通
の
趣
向
を
否
定
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
が
、
細
形
早
馬
と
共
存
し
、
黒
陶
系
の
土

器
を
伴
う
と
い
う
事
実
は
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
ま
た
慶
尚
北
道
大
邸
市
晩
村
洞
出
土
の
一
括
遣

物
は
、
三
本
の
細
形
銅
剣
、
そ
れ
ら
の
附
属
品
と

見
ら
れ
る
剣
把
金
具
、
鐸
金
具
、
鞘
金
具
、
の
ほ

か
に
一
本
の
広
鋒
鋼
玉
を
伴
う
。
広
鋒
銅
文
は
、

そ
の
形
状
や
、
樋
の
部
分
と
内
に
鋳
出
さ
れ
た
文

様
か
ら
も
日
本
製
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
な

く
、
重
要
な
資
料
と
な
ろ
う
。

　
鱗
茎
を
伴
っ
た
磨
製
石
剣
・
磨
製
石
鯛
の
一
括

遣
物
が
、
慶
尚
南
道
芝
海
里
長
有
面
茂
渓
里
か
ら

出
て
い
る
。
最
初
は
こ
れ
ら
が
、
支
石
墓
か
ら
の

出
土
例
と
し
て
報
告
さ
れ
た
の
を
、
国
立
博
物
館

員
が
再
調
査
し
て
、
遺
跡
は
地
下
石
室
で
あ
っ
た

こ
と
を
確
か
め
、
本
図
録
に
実
測
図
を
示
し
て
実

情
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
以
上
の
ほ
か
、
京
畿
道
の
龍
仁
か
ら
重
な
っ
た

ま
ま
発
見
さ
れ
た
と
い
う
三
枚
の
銅
剣
銘
箔
の
如

き
を
含
め
て
、
朝
鮮
に
お
け
る
初
期
金
属
文
化
の

貴
重
な
資
料
が
、
多
数
、
こ
の
図
録
に
収
め
ら
れ

て
い
て
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
関
係
資
料
の

増
加
が
、
南
鮮
に
限
っ
て
も
目
ざ
ま
し
い
こ
と
が

わ
か
る
。

　　

i
齢
哩
四
頁
醤
ソ
ウ
ル
騎
市
竪
博
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
有
光
教
一
）

京
都
大
学
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
学
術
調

査
報
告
書
（
考
古
学
関
係
）

　
京
都
大
学
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ

ス
タ
ン
学
術
調
査
隊
は
、
一
九
五
九
年
か
ら
一
九

六
七
年
に
盃
る
ま
で
総
じ
て
七
回
こ
の
三
子
国
に

赴
き
、
考
古
班
・
地
理
班
・
歴
史
言
語
班
・
人
類
技

術
班
の
四
班
に
わ
か
れ
て
各
々
の
分
野
で
活
躍
し

て
き
た
。
そ
の
う
ち
考
古
班
は
七
回
と
も
組
織
さ

れ
、
と
く
に
仏
教
時
代
の
遺
跡
の
調
査
に
主
眼
を

お
い
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
カ
シ
ュ
ミ
ル
・
ス

マ
ス
ト
洞
窟
山
守
写
譜
の
調
査
、
チ
隔
、
ナ
カ
・
デ
リ

ー
建
造
物
跡
の
発
掘
、
陰
山
サ
ソ
ダ
お
よ
び
ト
レ

リ
山
上
寺
院
跡
の
発
掘
な
ど
、
ア
シ
ョ
カ
碑
文
で

そ
の
名
を
知
ら
れ
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
シ
ャ
ー
バ
ー

ズ
・
ガ
リ
村
を
中
心
に
し
た
地
域
を
調
査
地
域
と

し
た
。
ま
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ

ク
シ
ュ
山
脈
以
北
に
お
い
て
、
ハ
イ
パ
ク
の
石
窟

寺
院
跡
の
調
査
に
は
じ
ま
り
、
ク
ン
ド
ゥ
ズ
の
バ

ラ
・
ピ
サ
ル
や
ド
ゥ
ル
マ
ソ
・
テ
ペ
、
チ
ャ
カ
ラ

ク
・
テ
ペ
を
発
掘
し
た
。
ヒ
ン
ド
ゥ
・
ク
シ
ュ
以

南
で
は
、
ジ
ェ
ラ
バ
ー
ド
な
い
し
そ
の
近
郊
に
お

い
て
、
フ
ィ
ル
・
ハ
ナ
石
窟
寺
院
、
バ
サ
ー
ワ
ル

石
窟
寺
院
な
ど
の
測
量
を
主
と
す
る
調
査
お
よ
び

ス
ト
ゥ
ー
パ
の
分
布
調
査
を
行
い
、
ハ
ッ
ダ
の
西

南
ラ
ル
マ
村
の
仏
教
寺
院
を
発
掘
し
た
。
次
に
掲

げ
る
も
の
は
こ
れ
ら
の
調
査
の
一
部
の
報
告
で
あ

る
。

　
一
、
　
『
ハ
イ
パ
ク
と
カ
シ
ュ
ミ
ル
・
ス
マ
ス
ト

ー
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る

石
窟
寺
院
の
調
査
一
九
六
〇
』
水
野
清
一
編
　
京

143 （609）



都
大
学
　
一
九
六
二
年
刊
。
第
一
部
　
ハ
イ
バ
ク

石
窟
（
水
野
清
一
・
西
川
幸
治
執
筆
）
、
第
二
部
カ

シ
ュ
ミ
ル
・
ス
マ
ス
ト
洞
窟
（
水
野
清
一
・
西
川

轟羊

｡
執
筆
丁
）
、
　
牌
弟
三
部
　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
北
部

の
考
古
学
的
調
査
（
林
巳
奈
夫
・
佐
原
真
執
筆
）
。

本
文
一
〇
七
頁
、
う
ち
英
文
二
三
頁
。
図
版
グ
ラ

ビ
ア
四
八
。
測
図
一
一
二
。
』
塾
図
二
八
○
。

　
二
、
『
バ
ザ
ー
ル
・
ス
ム
と
フ
ィ
ー
ル
・
ハ
ー

ナ
ー
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
石
窟
遺
跡
の
調

査
一
九
六
二
年
』
水
野
清
～
編
　
京
都
大
学
　
一

九
六
七
年
差
。
第
一
部
　
バ
ザ
ー
ル
・
ス
ム
石
窟

（
水
野
清
一
・
樋
口
隆
康
執
筆
）
、
第
二
部
フ
ィ
ー

ル
・
ハ
ー
ナ
石
窟
（
水
野
清
一
・
西
川
幸
・
治
執
筆
）
。

本
文
七
七
頁
、
う
ち
英
文
一
九
頁
。
図
版
グ
ラ
ビ

ア
五
四
。
測
図
一
一
。
挿
図
三
七
。

　
三
、
『
ド
ゥ
ル
マ
ソ
・
テ
ペ
と
ラ
ル
マ
…
ー
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ソ
に
お
け
る
仏
教
遺
跡
の
調
査
一
九

六
三
～
一
九
六
五
』
水
野
清
一
編
　
京
都
大
学

一
九
穴
八
年
刊
。
第
一
部
　
ド
ゥ
ル
マ
ソ
・
テ
ベ

（
水
野
門
浩
…
一
・
小
谷
仲
男
執
筆
）
、
心
証
二
部
　
ラ
ル

マ
寺
院
堆
（
水
野
清
一
・
藤
田
国
雄
執
筆
）
。
本
文

一
一
二
頁
、
う
ち
英
文
二
〇
百
ハ
．
．
図
版
グ
ラ
ビ
ア

四
六
、
測
図
七
。
挿
図
穴
七
。

　
四
、
　
『
メ
ハ
サ
ン
ダ
ー
－
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け

る
仏
教
寺
院
の
調
査
一
九
六
ニ
ー
一
九
六
七
』
水

野
清
一
編
　
京
都
大
学
　
一
九
六
九
年
刊
。
小
谷

本
窯
・
西
川
幸
治
・
水
野
清
一
執
筆
。
本
文
九
六

頁
、
う
ち
英
文
一
八
頁
。
図
版
グ
ラ
ビ
ア
七
〇
、

測
図
一
九
。
挿
図
四
三
。
四
冊
と
も
B
4
版
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
桑
山
正
進
）

「
史
林
」
投
稿
規
定

　
本
誌
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
原
稿
の
種
類
・
長
さ
な
ど
。

　
○
研
究
論
文
四
百
字
選
士
〇
枚
程
度
（
凸

　
　
　
版
・
写
真
版
は
特
に
制
限
し
ま
せ
ん
）

　
○
研
究
ノ
ー
ト
　
右
同

　
　
　
以
上
に
は
、
　
「
要
約
」
と
英
文
要
約
（
又

　
　
　
は
翻
訳
用
原
稿
）
’
を
添
付
の
こ
と
。

　
○
資
料
紹
介

　
○
学
界
動
向

・
○
批
判
と
反
省

　
○
書
　
　
　
評

　
○
紹
　
　
　
介

◇
送
先

◇
な
お
「
史
林
」

四
百
字
詰
五
〇
枚
程
度
ま
で

同
三
〇
枚
以
内

麿
同

腰
気

四
百
字
詰
三
枚
程
度

　
　
　
「
史
林
」
編
集
委
員
会
宛

　
　
　
　
　
　
の
論
文
掲
載
の
順
序
は
、
い
わ

ゆ
る
巻
頭
論
文
制
は
採
用
せ
ず
、
日
本
史
・
東

洋
史
・
地
理
学
・
考
古
学
の
専
攻
順
、
各
専
攻

の
中
で
は
時
代
順
・
地
域
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
も
っ
て
お
含
み
お
き
願
い
ま
す
。
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